21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」講演会開催報告書

化学研究所　玉尾皓平，小松紘一，小澤文幸，川端猛夫，時任宣博

講演会名：化学研究所　有機化学セミナー

講演題目：Relevance of the Electronegativity of Boron in h5-Coordinating Ligands. Regioselective Monoalkylation and Monoarylation in Cobaltabisdicarbollide [3,3'-Co(1,2-C2B9H11)2]- Clusters
(h5-型配位子におけるホウ素の電気陰性度の影響。Cobaltabisdicarbollide [3,3'-Co(1,2-C2B9H11)2]- Clustersの位置選択的モノアルキル化およびモノアリール化)

講師：Prof. Francesc Teixidor (Consejo Superior de Investigaciones Científicas (C.S.I.C.), Spain)
日程：2004年12月6日（月）14:30 –16:00 

場所：化学研究所　中会議室 

主な参加者：化学研究所在籍大学院生・教官

総参加者概数：40名

講演内容：
　Francesc Teixidor 教授は，カルボランやメタラカルボランの有機合成化学や材料科学への応用に関する研究で多大な業績をあげている研究者である。

　今回の講演では，ジカルボリド［(1,2-C2B9H11)2-］配位子を二個有するコバルトのサンドイッチ型錯体 [3,3'-Co(1,2-C2B9H11)2] のモノアルキル化およびモノアリル化反応の選択性について，最新の研究成果が紹介された。
　講演後の質疑応答も活発に行われ，意義深い学術講演会となった。

